
(1) 担当支部： 首都圏－１ 12378
分水嶺区分 2005年 7月 31日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
鶴田　實 11962
北野　忠彦 10414
半田　明稔 13336
西村　智摩子 11955

計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点
分水嶺到達点E334 大川峠 139 49 37 6 4.2 1259 5:05

P1422 139 49 37 6 31.7 1422 6:20 6:30 B-3
P1438 139 48 37 6 40.4 1438 7:00 7:00 B-3

E333 上海岳 139 48 37 7 4.3 1501 8:50 9:35 B-3
（引き返す）
P1438 139 48 37 6 40.4 1438 10:50 10:50 B-3
P1422 139 49 37 6 31.7 1422 11:20 11:20 B-3

分水嶺離別点E334 大川峠
歩行終了点 大川峠 139 49 37 6 4.2 1259 12:05 B-3

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

E333 上海岳 ２ 南西

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

経度E

栗生沢
栗生沢

栗生沢

栗生沢
栗生沢

栗生沢
栗生沢

遠山 元信

　７月３0日栗生沢集落より大川峠へ車両三台で入山 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E334の大川峠よりE333方面へ向う   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

秒
高度
ｍ

8.7

平野　彰
羽鳥　和江

会員番号：遠山 元信
(3)山行日：E334大川峠～E333上海岳

6928

13631

13496

９名

地理ｸﾗﾌﾞ－11
曇り

13630

栃木県側は雪崩の影響からか、ガレが続く｡

7月30日に大川峠に達していたが、雷のために入山を控え31日のみの入山となった｡

6時間30分

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　山よ、さようなら・・・・

全体的に栃木県側がガレのため、足元の薮の下はガレており注意を要する｡そのため福島県側を歩くことが多い｡

標高1350mより下は草と笹薮のミックス｡標高1350mより上では笹薮とヒバ、石楠花等の薮。冬の季節風が西から来るため、東側の

特記事項

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

出発
時刻

寺田　正夫
寺田　美代子

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

事務局整理記入欄

12378

総歩行時間（休憩時間を除く）：

呼称は「かみうみ岳」(営林署関係)、もしくは「かみみ岳」(地元呼称)
のいずれか。

8.7

保存
状況
良

17.1
58.8
57.6

58.8
17.1



山よ、さようなら・・・・
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